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1. ま え が さ

応答観測に用いている三次元免震装置は半導体製造設

備など精密機器用免震装置として開発したものであり,

その機器取付用テーブルが水平 ･鉛直の三方向に独立な

直線運動を行い,水平面内の回転や搭載機器のロッキン

グを完全に防止する構造を有している.

本装置については,応答観測に先行して水平 ･鉛直二

次元振動台による振動実験を行なった.そこでは,空気

ばね支持された機器モデルを搭載した場合と比較的剛な

機器モデルを搭載した場合の2ケースについて,正弦波

加振および地震波加振実験を行い,いずれの場合にも良

好な免震性能が得られた.1)しかしながら,振動実験によ

って得られた免震性能は実験という管理された条件のも

とでのそれである.自然地震による応答観測は,実際の

使用形態のもとで所定の免震性能が発揮されるかどうか

を実証する目的を持っている.

2.三次元免震装置の応答観測システム

2.1三次元免震装置の設置状況

図1に三次元免震装置が設置されている応答観測塔を

示す.この応答観測塔は対辺間隔5mの八角形平面を持

つ鉄筋コンクリ一一ト造(地上4階(10m),地下 1階(2.5

m),基礎杭なし)の建物である.固有周期は上部構造の

み (地表面位置で固定)の場合0.05秒,地盤との達成を

考えた場合0.43秒となって0る.2)

三次元免震装置は応答観測塔3階床の中央にボルトで

固定されている.搭載されている機器モデルは振動実験

で用いた比較的剛な機器モデルである.この機器モデル

を用いた理由は空気ばね支持された機器モデルでは,壁

気ばねの空気漏れなどがあり,一定の観測状態を維持す

ることが困難なためである.摩擦ダンパの押付力は比較

●的小さな地震入力でも作動するように,振動実験の場合

よーりかなり小さくしている.図3,4に昭和59年5月2

日に測定した水平,鉛直復元力特性を示す.また,主要

パラメータ値を表1に示す.
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図1 応答観測塔

図2 機器モデルを搭載した三次元免震装置










